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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

庶
民
の
暮
ら
し
応
援
に
反
す
る
消
費
税
増
税
反
対
・食
料
品
非
課
税
を
こ
そ
！ 

グ
ァ
ム
「移
転
」協
定
で
沖
縄
の
負
担
は
軽
く
な
ら
な
い
！
「海
賊
対
処
」
派
兵
法
案
は
廃
案
に
！ 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

深
刻
な
雇
用
破
壊
と
経
済
の
急
速
な
悪
化
の
な
か
、
国
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る
政
治
が
、
切
実
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
沖
縄
の
ア
メ
リ
カ
軍
海
兵
隊
の
、
グ
ァ
ム
「
移
転
」
に
か
か
わ
る
、
「
移
転
」
協
定
や
、
「
海
賊

対
処
」
法
案
が
、
問
題
解
決
に
本
当
に
役
立
つ
の
か
、
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
日
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
の
取
り
組
み
と
、
見
解
の
一
端
を
、
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
静
聴
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
今
、
私
ど
も
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
消
費
税
増
税
に
反
対
し
て
、
食
料
品
非
課
税
を
求
め
る
署

名
運
動
へ
の
ご
協
力
と
、
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
ご
購
読
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

麻
生
内
閣
と
自
民
・
公
明
の
与
党
が
、
税
制
関
連
法
の
付
則
に
、
二
〇
一
一
年
度
ま
で
に
、
消
費
税
増

税
に
着
手
す
る
立
場
を
、
明
記
し
た
の
は
、
大
問
題
で
す
。
し
か
も
、
税
制
の
「
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

改
定
し
て
、「
社
会
保
障
の
財
源
」
に
全
額
を
あ
て
る
は
ず
だ
っ
た
、
増
税
分
を
、
今
度
は
、
財
政
悪
化
と

税
収
減
の
、
穴
埋
め
に
あ
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

自
民
・
公
明
の
麻
生
内
閣
に
は
、
深
刻
な
、
庶
民
の
暮
ら
し
へ
の
目
線
が
、
無
さ
す
ぎ
る
の
で
は
、
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

十
五
兆
円
規
模
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
、
あ
ら
た
な
「
経
済
危
機
対
策
」
も
、
中
小
企
業
に
は
な
か

な
か
仕
事
が
ま
わ
ら
な
い
、
大
型
な
公
共
事
業
や
、
株
式
の
買
い
取
り
、
贈
与
税
減
税
な
ど
、
大
企
業
や

大
銀
行
、
大
資
産
家
へ
の
応
援
が
、
中
心
で
す
。 

職
を
失
っ
た
り
、
収
入
が
減
っ
た
り
し
て
、
車
が
買
え
な
い
人
に
と
っ
て
、
高
額
過
ぎ
る
エ
コ
カ
ー
は
、

た
と
え
補
助
金
が
つ
い
て
も
、
買
え
な
い
の
が
、
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
は
、「
派
遣
ギ
リ
」
な
ど
、
雇
用
破
壊
を
や
め
さ
せ
、
医
療
や
年
金
、
介
護
、
障
害
者
福
祉

な
ど
、
社
会
保
障
の
安
心
を
と
り
も
ど
し
て
、
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
大
企
業
に
、
社

会
的
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
、
応
分
の
負
担
を
す
る
こ
と
を
、
強
く
要
求
し
ま
す
。 

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
て
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

消
費
税
増
税
に
反
対
し
て
、
食
料
品
非
課
税
を
こ
そ
、
実
現
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

ご
近
所
の
み
な
さ
ん
。 

沖
縄
の
、
米
（
べ
い
）
海
兵
隊
の
グ
ァ
ム
「
移
転
」
は
、
海
兵
隊
の
一
部
が
移
転
す
る
に
す
ぎ
ず
、
普

天
間
基
地
に
か
わ
る
、
新
た
な
基
地
建
設
を
義
務
づ
け
る
な
ど
、
沖
縄
の
負
担
を
、
決
し
て
、
軽
く
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
も
、「
移
転
」
に
と
も
な
う
、
グ
ァ
ム
の
米
軍
施
設
建
設
の
た
め
に
、
日
本
の
国
民
の
税
金
が
、
二

十
八
億
ド
ル
・
二
千
八
百
億
円
も
、
直
接
、
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

世
界
的
に
も
例
の
な
い
、
こ
ん
な
屈
辱
的
な
「
協
定
」
に
、
縛
ら
れ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

ソ
マ
リ
ア
沖
の
「
海
賊
対
処
」
の
た
め
の
、
自
衛
隊
派
兵
法
案
も
、
本
来
、
警
察
力
で
解
決
す
る
問
題

を
、
軍
事
的
に
ゆ
が
め
、
自
衛
隊
の
本
格
的
な
武
力
行
使
に
、
道
を
開
く
、
危
険
な
も
の
で
す
。 

ソ
マ
リ
ア
の
周
辺
国
が
、
共
同
で
行
っ
て
い
る
、
警
察
行
動
へ
の
、
財
政
的
・
技
術
的
支
援
や
、
ソ
マ

リ
ア
の
人
々
の
、
生
活
支
援
こ
そ
、
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
は
、「
海
賊
対
処
」
派
兵
新
法
案
の
廃
案
と
、
ソ
マ
リ
ア
沖
か
ら
の
自
衛
隊
の
撤
退
を
、
強

く
要
求
し
ま
す
。 

大
企
業
応
援
中
心
・
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
政
治
を
や
め
て
、
国
民
の
暮
ら
し
応
援
・
憲
法
に
則
し
た
外

交
を
進
め
る
、
日
本
を
つ
く
る
た
め
に
、
日
本
共
産
党
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 


